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    Following the previous reports, a study was made on the trend of tuberculosis prevalence dur-

ing the period from 1966 to 1968 among employees of smaller enterprises in relation to the size 

of enterprise and the status of response to the mass chest  X-ray survey. The total number of 

enterprises examined during this period was 1, 645, 1, 849 and 2, 513 in 1966, 1967 and 1968, 

respectively, and they were divided into the following 3 groups according to their status of 

response to the mass chest X-ray survey : Group I was examined firstly, group  it received 

mass survey twice during this period, and group  III was examined once a year and altogether 

3 times during this period. Proportion of group I increased from  23.  9% in 1966 to  26.  6% in 

1967 and  35.  4% in 1968, and the increase in the number of enterprise firstly examined during 

this period was obtained through our intensive efforts to invite new enterprises. The increase 

was most markedly seen in smaller enterprises with less than 30 employees. (Table 1) 

   The prevalence of active tuberculosis was higher among smaller enterprises, but in group  III

, no significant difference was found in the prevalence of active cases according to the size 
of enterprise. (Table 2) Comparing the prevalence among groups I  ,  II and  III, it was highest 

in group  I, next in group  II, and lowest in group  III. (Table 3) The prevalence increased 

with age. (Table 4) As the age distribution of persons examined was similar in all the 

enterprises, the most important factor which influences the prevalence of active tuberculosis was 

the status of response to the mass survey. The prevalence of active cases, however, has 

been decreasing even among firstly examined enterprises with less than 30 employees. 

   The prevalence of newly detected active cases showed no decline during the period from 

1965 to 1968. (Tables 5, 6 and 7) The proportion of newly detected cases to the total active 

cases has been increasing and it was  51.  7% in 1968. (Table 8) The proportion was higher in 

younger age groups, and the increase of this proportion was also marked in younger age groups. 

   The prevalence of cavitary tuberculosis, as well as the prevalence of inactive cases  and 

that of operated cases, has been decreasing during this period. Among operated cases, 25% 

continued to work in the same enterprise after the surgical treatment, and the remaining 75%

* From the Daiichi Survey Center , Social Health Insurance Scheme, 448, 1-chome, Nishi-
 ohkubo, Shinjuku-ku, Tokyo 160 Japan.



196
結 核 第44巻 第7号

moved to the other enterprise. Out of the latter, 55% moved to the enterprise smaller than 

before. 

   The detailed examination including radiography and bacteriologic examination was conducted 

for about 75% of suspicious cases, and the follow-up was made for persons not receiving the 

detailed examination. Among them,  33.  7% has already been under treatment,  25.  4% has been 

examined at the other medical institutions,  5.  6% moved out, and the remaining 35. 4% refused 

to be examined. 

   The facts mentioned above indicate that the prevalence of tuberculosis among smaller 

enterprises can be reduced by continuing the mass chest X-ray survey and the treatment for 

detected cases.

中小企業には肺結核が多い と考えられ ているが,そ の

実態につ いての報告1}`'11}ei少ない。我 々は先 に 昭和40

年度の東京都におけ る中小企業の肺結核の実 態について

報告12)したが,そ の後昭和43年 までの肺結核の推 移に

つ いて要医療 率,初 発見要医療率,要 観察率を中心 に し

て事業所 の規模別受診回数別お よび受診者 の年齢階級別

に 調査 し,興 味あ る成績を得たので報告す る。

対 象

Table1一 乱NumberofE翻te叩risesAc¢ordi豹gto

SizeofEnterprisea鶏dNumberofMas8Chest
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当セ ンターでは政 府管掌健康保険被保険者に対 して年

1回 結核検 診を行 なつ てい るが,事 業所の被保険者数に

よつて事業所の規 模を5段 階 に分けた。30人 未 満,30

～49人 ,50～99人,100～299人,300人 以上 であ る"

また亭業所の検診受診頻 度に よつて事業所 を3群 に分げ

た。受診 した年度か ら遡つて3年 間 毎年受 診 した群 《連

続群)3年 間に2回 受診 した群(間 欠 群)3年 間で初め

て受診 した群(初 回群)で あ る。昭和41年 度 より43年

度 までの3年 間の受診事業所教 を規模別f受 診回数別に

分類 し,そ の事 業所に属 す る被保険者数,受 診者数お よ

び受診者 の年齢構成 を表1に まとめた。

30人 未満の事業所数 の大幅 な増 加がみられ。反面100

人以上の事業所の減少がみ られ た。 これは受 診 を す す

め,受 診 しやすい よ うに集中化方式 を採用 したためであ

る。受診者数は昭和43年 度 で約5,000人 滅 少 したが,

30人 未満の事業所では増加 して いる。 受 診回数別に事

業所数をみ ると初回群が増加 してお り.特 に30人 未満
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0
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Table1。c.Nu窟 襲berofPersonsExamined

AccordingtoSizeofEnterprise

Table1-d。N繕mbαofPer80"5Exa面 貸edAccordi縫 『

toSizeofEnterprisebyAgeGm種P

●

1

2

1966

3

!T。tal
i

%

%

%

Numb●rofempleyee●

～29

2,817

74.9

1,701

78.0

5,018

78.0

9,536

i%177・0

30～49

1,786

71。4

1,364

71.2

50～99

1、000

57.9

1,109

75.3

100～299

,1919、。,。9、
75。3173.9{

8,778{12,200

73。872.4;

300～

7580

65.3

1,209337

67.692,9

22,90719,417

73.774,2

24,874

牌 ・i

↑otal

1
19ヶ1翁i75ヶ1デl

i

6,361
69,5

5,720
74.1

63,061
74.3

%}
3,971

72.3

%}2,25377.4

%5ヶlll

%1"ケ舗

　

07el99
・

06,457

[73・5

Year
Age

8roup

1966AO～49

1

2

1,801

70.0

1,875

77.0

6,246

74.2

9,922

73.9

1,096

63,2

1,815

69.0

332

68.5

514

67.1

～19

20～29

130～39i

}50～59

f

60～

Tota1

Numberofemployeee

一29130-49

1967

3

】Total

1

2

%

1%
!%

6,00411,4S9
73.861.1

　3
,2291,508

76.570.1

6,856

82.372.9

1

13ラ蓼§…2鷺19ヶ1}&75ラ§16

10ケ17121騨0166乞194

3

iO9
,305

168・2

0、6,510

70.9

1,466

4,799

2,333

1,048

603

333

10,593

1967

Total

,191
1譜

1

71・Oi

444

63.0

391

52.0

～19

20～29

[30～39
40～49

50～59

60～

lTota1
1

5・-9911・ ・-2993・ ・-IT・tal

1,374

5,1

2,593

1,228

711

390

11,486

8,77812,20024,87419,698:

L442
4,014

1,628

830
1

554i

3!9

_.]

2,1894,5794,265

5,46311。2429,096

2,36214,6723,2591
1i

L128}2,3031,858
ミ

7261,4571,032i{

332621242
11{

lEi

13,843

34,110

14,007

7,056

4,314

1,806

75,136

1,5202,11513,7894,163

1灘:離1訟llli
9951・299i2・170L744

633
、85211,364LO581

晶 藩12、,191、鵡
{

12,961

34,040

14,836

7,437

4,648

1,929

75,851

6,66610,47q16,58513,56754,144

69.174.272。7
116

,689】9,63312,65017,42013,56769,959

%177・7i68・5174・217・ ・9

8NumberofmasschestX-raysurvcyinthelast3

year8・

1968
講i;i　i;総
40～4911,8589851,264

5・-1911,・ ・1647i859

60～668376…365

T・tall16・689191633E12・650

ミ
2,452i2,82819,912

く

i霧i;罫羅
1,24385814,718

6042372,250
　

117・420:1356769・959

の事 業 所 で は 初 回群 の増 加 が 著 しい 。

要 精 密 率 は昭 和40年 度 が4.52%,昭 和41年 度3,48

%,昭 和42年 度2.16%,昭 和43年 度1,60%で あ り,

精検 実 施 率 は それ ぞ れ74.4%,71。4%,75.5%,75.9

%で あ る。

病 型 分 類 は学 会病 型 を用 いた 。

Table2。PrevalenceofActiveCasesAccordi震g

toSizeofEnterpriseandNuπ 由erofMass

ChestXイaySurveyintheLa8t3Yeaτ9

e

Numberofe鵬P璽oyeeg

～2930～491se～99 100～299300～

成 績

要 医 療 率

学会病型で1型,∬ 型,皿 型を要医療 としたが,昭 和

40年 度はO,72%,昭 和41年0.58%,昭 和42年O.36%,

昭和43年0.24%で あつ て4年 間の推移をみたのが表2

であ る。規模が小 さい程要医療率は高い。

40年 から43年 の間に要医療率は各規模共2/5～1/3に

減少 していて,特 定の規模 で著 しく減少 してい る訳 では

ない。

昭和40年 では30人 未満 と300人 以上 との要医療 率の

差が0・59%で あ るが昭和43年 ではO.19%と なつて,

格差が減少 してい る。

受診回数別にみる と,表3の 示す よ うに毎年連続群 が

他の2群 より有 意差 を もつて低 くなつてい る◎

しか も3年 連続群 では逐年減少 して4年 間で1!3に 減

10.980.89
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Total
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Table3.PrevalenceofActiv¢Ca8egAccording

t◎NumberofMag8Ch●stXイaySurv¢y
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__一 一・一 一 一

Year

1965

1966

1967

1968

Table4.

Year

1965

1966

1967

1968

IN穏 撮b。r。traa鮪che纏tXイ 荊y紺rv●y1
_一_曜_

112i3

】__欄 麟騨_

10.970.9610・66

1α84・ ・4・ α57

iO・4710・600・32

10・4010・32,0・21

ボ駐蹟

PrevalenceofActiveCa8egbyAgeGroup

A8egroup

L19・2・-293・-39{4・-495・-5916・-

1α ・5・ ・331・ ・941・ ・S212・S713・42
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つ てお り,2回 検診群 も1/3に 減つている。初 回群 の 減

少が最 もゆ るやかで2/5に 減つている。

年齢階級別に要医療率をみたのが表4で あるe10代 が

毎年最低で,4年 間にわずかに0・02%減 少 したにす ぎな

1いo

これ以上の減少は期待 しに くいが20代 と30代 では

ユ/3に,40代50代 は1!4に,60代 は2/5に 減少 してい

る。

検診 を3年 間行なわなかつた30人 未満の事業所で も

表2に 示す よ うに半減 してい ることは注 目に値す る。

初発見要医療率

我 々の場 合は いわゆ る結核管理 を各事業所に対 して行

なつている訳 ではないの で,要 医療者を発 見 した場合,

澗 診に より,以 前に肺結核の診断を受けていない時 は初

発見要医療 とした。昭和40年 度は119名(0・14%),昭

和41年 度は94名(O・13%),昭 和42年 度は100名(O・13

'%) ,昭 和43年 度は90名(O・13%)で あつてその百 分

率はほ とん ど変らない。 問診に よつ てそれ以前に肺結核

が なかつた事を確かめたのであるか ら,そ の前年に発病

した とはい えない。 この点を確かめ る圏的 で昭和43年

度の初発見要医療者が昭和42年 度に検診 を受けたか否

か確 かめ た ところ,90名 中47名 が受診 して異常 なし と

・いわれ ていたにす ぎなかつた。

この事 は各年度につい てもいえ ると思われ る。 規模 別

,に初発 見要医療率 を調べたのが表5で ある。 規模 が小さ

魅 程高い傾向があ る。

30人 未満 でやや減少の傾 向があ るが他の規模で は ほ

とん ど変らない◎受診 回数別にみ ると表6の よ うに,初

痺1群がやや減少の傾向を示 し,間 欠群は一定の傾向を示

さず,連 続群はほぼ一定 している。年齢階級別に初発見

結 嫉 第44巻 第7号
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Table8.ProportionofN¢wlyDetectedActive

CasestoTotalActiveCasesbyAgeGreup

60～1
Tota1

196573.0

196671.4

196775。0

1968100.0

41.8

57。1

79.1

86.5

19.313717.3i4.3
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5i.3i3il・448鵬8

19.7

21.6

36.4

51.7

要医療率を調べたのが表7で あ る。10代 で はほぼ一定

であ り,最 も低 く,こ れ以上減少す る傾向は認め られな

い0

20代30代 では一定の傾向 はみられない。40代 は減 少

傾 向を示 しているが,50代 は 一 定の傾向がみ られず,

60代 は増 加の傾 向を示 している。 初発見要医療者 が 要

医療者 の中で占め る割 合を年齢 階級別に4年 間の推 移を

みたのが表8で ある。

昭和41年 に比較 して昭和43年 の要医療者 中の初発見

の比率が2倍 半に増加 してお り,青 年 層では大半が,初

発見 とな り,中 高年齢者 で も初発見 の占め る割合の増 加

は極めて著 しい。 いいか える と青年 層では要医療は新 た
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Table9.ProportionofNewlyDetectedActive

CasestoTotalActiveCasesAccording

toSizeofEnterprise

Table11.Proporti◎nofE1叩1◎yee8WhoHaveB¢en

Adaptedwithin2Year8toTot綾lNewlyDetected

CasesAccordingtoSize◎fEnterprise
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に発見 された もののみにな りつつあ る。そ して この傾向

は 中高年齢層に も次第に及ん でい る。次に これを規模 別

にみたのが表9で あ る。初発見の占め る割合は規模に よ

る差は少な くいずれにお いて も最近3年 間に増 加 してい

る。

昭和43年 度初発見要医療者が昭和42年 度の検診 を受

けたか否か調べ た ところ,受 診 した ものは47名,受 診

しなかつた ものが43名 であ る。 受診 しなかつた ものは

壮 年の もの,100人 以下の規模に属 する もの,初 回群,

間欠群のものに多い(表10)。 初発 見要医療者の入社 よ

り発見 までの期間を調ぺたが,1年 未満 は28。8%,1年

か ら2年 のものが12、2%で あつて,入 社直後に発見 さ

れ るものは少ない。

1年 未満の ものの占め る比率を規模別に調ぺたが一定

の 傾向はみ られない(表11)◎

小 括

要医療率は著 しく減少 してい るに も拘 らず初発見要医

療 率は この4年 間ほぼ不変である。

有 空 洞 率

昭和40年 か ら昭和42年 まではO・05%で,昭 和43年

はO.04%で あ る。規模別の有空洞 率の4年 間の推移を

みたのが表12で あ る。小規模 に高 い傾向があ るが,各

規模 の間に有意差はみられない。100人 以下 では4年 間

に減少の傾 向を示 したが,100人 以上 では変 らない。

受診 回数別にみ ると表13の ように昭和40年 には連続

群が 他の群 よ りも低 く(有 意差),そ の後初回群 の 減少

が著 し く,間 欠群が これに次ぎ,連 続群 ではわずかに減

少の傾 向を示すにすぎない。 そのため昭和41年 以降連

続群は低 い傾向はあ るが,有 意差 を示 さな くなつた◎年

齢階級別に調べたのが表14で あ る。青年層が最 も低 く,

しか も減少の傾向はほ とん どない。 中高年齢層は加齢 と

共に増加 してい るが,年 次的 には減少 の傾 向を示 してい

る。

要 観 察 率

昭和40年 は0、67%,昭 和41年 は0、56%,昭 和42年

はO.44%,昭 和43年 は0・29%で 半減 してい る。 これ
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Table14,PrevalenceofCavitary

Cage5byA窟oGroup

Ago露roup
Tota!

～19 2・-2913。-39 40～49 5・-5gi6・ 一

1965 0.01 0.09 0.14 0.26 0.62 0.50 0.14

1966 0.01 0.02 0.08 0.16 0.14 0.28 0.05

1967 0.01 0.04 0.05 0.07 0.13 0.31 0.05

1968 0 0.02 0.03 0.07 0.11 0.22 0.04

Table15.PrevalenceefInactiveCases
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Table16.PrevalenceofInactiveCasesAccerding

toNumberofResponsetoMassChestX-ray

SurveyintheLast3Years

Numberofmag8cest
X-ray8urvey

To聖a1

!!2[9
1965 0.64 1.06 0.63 0.67

1966 0.55 0.70 0.55 0.56

1967 0.43 0.37 0.34 0.44
卜

1968 0.26 0.18 0・30io・29

を規模別にみたのが表15で あ る。各規模共減少 してい

るが,減 少の度合は小規模 程大きい。 したがつて規模に

よる差が次第に明 らかでな くなつてきている。

受診 回数別要観察率の推 移をみたのが表16で あ る。

各 群 とも4年 間に著 しく減少 しているが,間 欠群 で特に

著 しい。年齢階級別に要観察率をみ ると表17に 示す よ

うに各年度共加齢 と共に増加 してい る。

また4年 間の推移をみ ると青年層の減少は少ないが,

中高年齢層では著 しい。 いいか えると青年層では低下 し

つ くしたため もはや減少はみ られ ないが,中 高年齢層で

は減少の一途を辿つてい る。

治癒型の有所見率

間接X線 所見で治癒 型であつた ものに直接X線 所見で

治癒 型であつた ものを加え ると昭和41年 が2・51%,昭

和42年 が3.10%,昭 和43年 が2・60%で あ る。年齢別

の治癒 型の推移 をみたのが表18で ある。 治癒型 は加齢

と共に増加 してお り,こ れは3年 間同一傾向を示 してい

る◎

10代 では減少傾向がみられたが,他 の年齢階級 で は

み られ ない。

加療変形型の有所見率1ゆ ∴㌶ ・
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昭和40年 が0.45%,昭 和41年 が0.41%,昭 和42年

がO.as%,昭 和43年 が0.38%で あ る。規模 別に3年

間の加療変形 型有所 見率 の推移 を表19に 示 した。各規

模 ともやや減 少の傾 向を示 し,各 年度 とも小企業 で高 い

傾向があ る。受診 回数別にみて も表20に 示す よ うに連

続群にやや減少傾向はあ るが有意差は なく,単 年度では

各群間に一定の傾向は認め られない。

加療変型の ものの うち,術 前術後の 勤務 した事業所の

規模の分かつ た104名 につ いて事 業所 の規模を比較 して

みた。事業所が変わ らなかつ た ものは26名 で.こ の う

ち300人 以上の規模の ものは12名(46%)で あ る。変

わつ たもの は78名 で術後 勤めてい る事業所の規模 が術

前 より大き くなつた ものは8名(15%),同 一 の 規模 の

ものは28名(35%)で,小 さくなつた ものは42名(55
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%)で 小 さな規模に移つた ものが多い。

精検未受診者の追求

昭和43年 度について電 話調査を行なつた ところ,410

名の未受診者中138名(33.7%)は 現在治療 中であ り,

他の医療機関で観察を受けてい るものが18名(4.4%),

他医 で異常な しといわれた ものが86名(21,0%)で あ

る。本人に精 検受診 の意志 のない ものが145名(35.4%)

お り,そ の他の理 由(退 職 等)に よる もの が23名(5.5

%)で あつた。

考 案

ここ1～2年 前より肺結核患者の偏在化ls}とか,high

riskgreup"}と かが結核病学 会のテーマ として取 り上げ

られ。 この中に中小企業は位置づけ され てきた。我 々が

東京都の中小企業の肺結核に ついて継続的に調査 した成

績からみ ると,30人 以下の規模の企業には今 日 な お,

初めて検診を受け る事 業所が極めて多い。昭和43年 度

では2,513事 業所中30人 未満で初めて検診を受け る事業

所は794で あつてほぼ1/3に 当たる。30人 未満の事業所

は1,687で あ るから,そ の半数が初めて検 診を受け たこ

とになる。都内には我 々の呼 びかけ に応 じない,ま たは

検診のあ ることを知 らない30人 未満の事 業所が この33

倍存在す ると思 われ る(東 京都 社会保険 白書(昭38)に

よる推定)。表2に 示 した ように規模に よ る 要医療率の

格差は存在 し,300人 以上では低 く30人 未満には 有 意

差をもつて高 くなつ ている。30人 未満 で も連続群では

300人 以上の連続群(も ちろん300人 以上は全事業所が

連続群であ るが)と の間に要医療率で有意差を認め るこ

とはできない。 逆に100～299人 の規模の事業所 で も初

回群では要医療率はO.67%で 最 高値 を示 している。 し

たがつて要医療 率を高めてい る大きな原因 の一 つは検診

を続けて受けない ことに ある といえ よう。 また中高年齢

層には要医療者が多いので,こ の うち高年齢層が 多い事

業所群では要医療率 も高 くなるはず であ る。

そこで40歳 以上の ものの 占め る比率を規模別にみ る

と,30人 未満 で21.8%,30～40人 が20.8%,50～99人

が19.7%,100～299人 が21。1%,300人 以上が17.4%

であつて,各 規模間に有意差は なく,ま た 連続群中40

歳以上の要医療率 を各規模別に 調 べ る と30人 未満 は

0.6%,30～40人 は0。6%,50～99人 は0、8%,100～

299人 はO.5%,300人 以上は0・4%で やは り有意差 はな

い。 したがつ て高年齢層に要医療率が高い ことは企業規

模に無関係 な事実 であ り,東 京都の小企業の要 医療率 を

高めているのは高年齢層が 多いため とはいえない。 しか

し30人 未満 の初 回群 の要医療率が300人 以上の連続群

の3倍 弱 であ り,し か もこの30人 未満の初回群 も年 々

低下 して きている。

昭和43年 度で精検未受診者中治療中の ものが138名
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お り,こ れ と受検に より要医療 とされ た174名 を合わせ

て も要医療串はO,449bで 大企 業勘 と比べて特に高い と

は いえ ない。 しか もなお低 下の傾向があ る。それでは ど

こまで低下 してい くのであろ うかゆそれを考え る指標の

一つに初発見要医療率をあげ ることが できる
"す なわち

初発見要医療率は この4年 間わずかに低下の傾向がある

とはいえ,ほ ぼ頭打ちであ るo要 医療率が低下 しつづけ

るのに反 し,初 発見要医療 率が頭打ちである点は一見 奇

異な感さえ与える。 しか し10代 では要医療者3ノ 、が全

員初発見であ り,こ の傾向はす でに40年 から うかが え

る。20代 では要医療 者37名 中32名(87%)が 初 発見

であ り,こ の4年 間に20代30代 ではこの率が著 し く増

加 してきた。40代 以上では この率は まだ50%以 下であ

るが,年 と共に増 加の傾向を示 してい る。 したがつて10

年後には30代 以上 も10代 と同様に要医療者即初発見者

とな り,最 終的に は初発見要医療率(O.13%〉 がそのま

ま要医療 率 となる可能性があ る。 そ して この初発見要医

療率 は極め てゆつ くりと低下 してい くもの と思 われ る¢

なお10代,20代 で要医療者中初発見の ものの占め る

比率が極めて高率であ り,し か も要観察率が低率であ る

点か ら考え ると各年 度で初め て発見 された要医療者はそ

の ままその事業所に とどまつてい ないで入院治療 とか,

退職 とかの理由で翌年度には検診を受けぬ場合が極 めて

多い もの と考えられ る。

大企 業ならば,発 病を発見 された従業員は 治 療 さ れ

て,経 過 を観察 され,適 切な管理 を停年 まで受け るはず

である。

北沢t6)が昭和37年 度に中小企業におけ る要指導者の

1,717名 の1年 後の実態 を調べ た ところ,1,507名 が,

精密検査を受けていない。 その理 由 は 治療中31.1%,

死亡0.7%,転 退職17・5%,自 己管理5.2%,他 機関で

検診を受診5.7%,検 診 を受け なかつた6.6%,精 密 検

査を受診 しなかつた12・1%,間 接撮影 か ら要精密にな

らぬ21・1%で あつた。 ここに中小企業におけ る肺結核

の特殊 性があ ると思 われ る。

また有空洞 率,要 観察率,加 療変形有所見率 も減少 し

てい る。手術 を受け たために大 きな事業所 をやめ て小 さ

な事 業所に勤め る場 合があ る◎ これ も予想 され た程高率

ではな く55%に とどまつた。精検未受診者についての

調査 で も治療 をつづけてい るものが1/3を 占め,本 人に

受け る意志の ない ものは1/3に すぎなかつ た。

結 論

4年 間の東京都中小企業におけ る検診成績 を調べた結

果,highriskgroupと 考えられている中小企業 での要

医療率は大企業のそれ と大差がな く,減 少の一途 を辿つ

てお り,検 診 を受けた ことのない小事業所 でも同様に減

少 してい る。 したがつて これらの未受診事 業所に検診を
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滲 透 させれば,そ の低下は 更に早 まることは疑いない。

青年層ではすでに要医療者は即 初発見者であるが,中 高

年 齢層 で もこの よ うな事態にな る事 もそんなに遠 いこ と

ではなか ろ う。

本論文の要旨は第44回 日本結核病学会総会(昭44)

において発表 した。

本調査のために益子道郎,和 泉治 男,大 頬 清,日 比谷

院 司,斉 藤なかの諸氏の労を煩わ した。深 く感謝の意 を

表す る。
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